
◆
講
演
会
「
ト
U
ク
・
イ
ン
・
新

宿
」

▽
６
月
21
日
—
午
後
１
時
30
分
〜

５
時
、
都
民
ホ
U
ル
（
都
議
会
議

事
堂
内
）
で
。
fl
「
男
性
も
女
性

も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
生
き
よ
う
」
＝

午
後
１
時
40
分
〜
３
時
10
分
。
講

師
は
東
京
学
芸
大
学
助
教
授
の
山

田
昌
弘
さ
ん
。
‡
「
自
分
ら
し
く

働
き
続
け
る
」
＝
午
後
３
時
30
分

〜
５
時
。
講
師
は
X

キ
ャ
ン
デ
ィ

ッ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
U
シ
ョ
ン
ズ

代
表
取
締
役
会
長
の
残
間
里
江
子

さ
ん
。

▼
¿
03
―
５
２
１
１
―
３
２
７
０

・
Ｅ
メ
U

ル

jig
yo
@
a
p
ri-

cot.ocn.ne.jp

へ
申
し
込
む
。

定
員
各
250
人
（
予
約
制
）
。
手
話

通
訳
あ
り
。

∞
東
京
都
中
央
労
政
事
務
所
ò

03
―
５
２
１
１
―
２
２
０
０

◆
東
京
都
中
央
労
政
事
務
所

▽
fl
６
月
18
日
Œ
「
経
済
雇
用
情

勢
に
お
け
る
派
遣
労
働
の
動
き
と

問
題
点
を
考
え
る
」
。
講
師
は
早

稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
の

白
木
三
秀
さ
ん
。
‡
６
月
24
日
Õ

「
派
遣
労
働
と
い
う
働
き
方
を
確

認
し
よ
う
」
。
講
師
は
社
会
保
険

労
務
士
の
田
島
ひ
と
み
さ
ん
。
い

ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
、

労
働
ス
ク
エ
ア
（
八
丁
堀
駅
徒
歩

10
分
）
で
。
定
員
各
日
200
人
。

▼
同
事
務
所
¿
03
―
５
２
１
１
―

３
２
７
０
・
ò
03
―
５
２
１
１
―

２
２
０
０
へ
申
し
込
む
。

◆
東
京
都
国
分
寺
労
政
事
務
所

▽
テ
U
マ
は
「
拡
大
す
る
派
遣
労

働
、
そ
の
現
状
と
今
後
の
見
通

し
」
。
fl
７
月
１
日
Õ
「
派
遣
社

員
を
雇
う
立
場
か
ら
」
。
講
師
は

日
本
人
材
派
遣
協
会
業
務
課
長
の

水
野
快
二
さ
ん
。
‡
７
月
３
日
œ

「
派
遣
社
員
で
働
く
立
場
か
ら
」。

講
師
は
派
遣
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

代
表
・
弁
護
士
の
中
野
麻
美
さ

ん
。
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
、
東
京
都
国
分
寺
労
政

会
館（
国
分
寺
駅
南
口
徒
歩
５
分
）

で
。
定
員
各
日
50
人
。

▼
同
事
務
所
ò
042
―
323
―
８
５
１

１
へ
申
し
込
む
。

カ
ラ
U
、モ
ノ
ク
ロ
ど
ち
ら
も
可
。

▼
７
月
４
日
–
午
後
５
時
30
分
ま

で
に
、
必
ず
写
真
（
１
人
１
セ
ッ

ト
ま
で
）
の
裏
面
に
コ
メ
ン
ト
・

撮
影
場
所
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
を

記
入
し
「
〒
181
―
０
０
１
３
下
連

雀
３
―
37
―
15
三
鷹
商
工
会
事
務

局
内
女
性
部

担
当

佐
野
」
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
申
し
込
む
。

※
応
募
写
真
は
返
却
し
ま
せ

ん
。∞

同
事
務
局
ò
49
―
３
１
１
１

三
鷹
商
工
会
主
催
。
あ
な
た
が

三
鷹
に
い
て
自
慢
に
で
き
る
風
景

１
点
と
不
満
に
思
う
風
景
１
点
の

計
２
点
の
写
真
を
１
セ
ッ
ト
と
し

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
対
象
は
市

内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
女
性

の
方
。

◆
写
真
サ
イ
ズ
　
六
つ
切
り

（
20
・
３
B
×
25
・
４
B
）
ま
で
。

Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
三
鷹
緑
化
セ

ン
タ
U
主
催
。

植
木
・
花
・
盆
栽
・
野
菜
な
ど

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
U
オ
U
ク
シ
ョ
ン

を
開
催
し
ま
す
。
売
上
金
は
三
鷹

市
の
福
祉
の
た
め
に
寄
付
し
ま

す
。み
な
さ
ん
で
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
６
月
28
日
—
午
後
１
時
か
ら

（
小
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
29

日
に
順
延
）
、
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し

三
鷹
緑
化
セ
ン
タ
U
（
野
崎
１
―

18
―
７
東
八
道
路
沿
い
）
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
同
セ
ン
タ
U
ò
48
―
７
４
８

２
X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
主
催
。
ｗ

ｅ
ｂ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
山
浦
富

久
美
さ
ん
を
囲
み
、
検
索
エ
ン
ジ

ン
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
自
社
の

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
検
索
ラ
ン
ク
を

実
力
相
応
な
順
位
ま
で
あ
げ
る
術

を
学
び
ま
す
。

▽
６
月
24
日
Õ
午
後
３
時
〜
４
時

30
分
、
産
業
プ
ラ
ザ
で
。
参
加
費

１
千
円
（
ア
イ
ク
ラ
ブ
会
員
は
800

円
）
、
希
望
者
は
終
了
後
懇
親
会

（
１
時
間
程
度
、実
費
250
円
か
ら
）。

▼
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
パ
イ
ロ
ッ
ト
オ
フ

ィ
ス
・
¿
70
―
６
２
８
１
・
Ｅ
メ

U
ルm

anag
er@
m
itaka.ne.

jp

へ
申
し
込
む
。
先
着
20
人
。

∞
同
オ
フ
ィ
ス
ò
70
―
６
２
８

０
（
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
休
み
）

厚
生
労
働
省
は
、
主
要
銀
行
の

不
良
債
権
処
理
の
影
響
に
よ
り
雇

用
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業

主
が
管
轄
の
労
働
局
へ
雇
用
調
整

の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
「
雇
用

調
整
方
針
」
を
届
け
出
る
こ
と
に

よ
り
、
離
職
者
に
対
す
る
再
就
職

の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行

な
う「
雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ

わ
せ
て
「
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特

別
奨
励
金
」
を
は
じ
め
と
す
る
創

業
支
援
助
成
金
も
創
設
し
て
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
東
京
労
働
局
職

業
対
策
課
ò
03
―
３
８
１
８
―
８

９
６
０
へ
。

５
月
16
日
〜
21
日
に
西
武
ド
U

ム
で
開
催
さ
れ
た
第
５
回
国
際
バ

ラ
と
ガ
U
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ウ
・
ガ

U
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
三
鷹
園

芸
緑
化
組
合
が
出
展
し
た
作
品

（
タ
イ
ト
ル
・
Ｏ
Ｌ
Ｄ
―
Ｎ
Ｅ
Ｗ

囲
炉
裏
の
あ
る
風
景
・
サ
イ
ズ：

６
×
４
＝
24
平
方
A
）
が
準
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

全
国
・
146
組
の
申
し
込
み
の
中

か
ら
書
類
審
査
を
通
過
し
た
50
組

が
エ
ン
ト
リ
U
し
た
ガ
U
デ
ニ
ン

グ
シ
ョ
ウ
で
は
、
若
手
を
中
心
に

三
鷹
産
の
花
・
植
木
な
ど
を
使

い
、
自
然
と
日
本
伝
統
の
囲
炉
裏

を
テ
U

マ
に
作
庭
し
ま
し
た
。

花
・
植
木
の
質
の
良
さ
と
造
園
技

術
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
こ
れ
か
ら
も
花
と

緑
に
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
に
積
極

的
に
協
力
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

す
。∞

Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
三
鷹
支
店

ò
46
―
２
１
５
２

対
象
は
お
お
む
ね
40
歳
以
上
の

方
を
都
内
で
採
用
予
定
の
企
業
。

▽
７
月
15
日
Õ
・
16
日
Œ
の
午

後
、
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ

U
浜
松
町
館（
浜
松
町
徒
歩
５
分
）

で
。募
集
は
２
日
間
で
延
べ
100
社
。

▼
６
月
20
日
–
ま
で
に
、
東
京
都

産
業
労
働
局
就
業
推
進
課
ò
03
―

５
３
２
０
―
４
６
６
２
へ
申
し
込

む
。

果
販
売
部
ò
45
―
１
１
１
１
内
線

２
３
７
へ
。

佐
賀
県
Ｊ
Ａ
み
ど
り
提
供
の

「
新
た
ま
ね
ぎ
」
を
使
っ
た
料
理

教
室
。

▽
７
月
８
日
Õ
fl
午
前
の
部
（
午

前
10
時
〜
正
午
）
、
‡
午
後
の
部

（
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
）、

消
費
者
活
動
セ
ン
タ
U
で
、
筆
記

用
具
・
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
。

▼
６
月
20
日
–
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
午
前
の

部
ま
た
は
午
後
の
部
を
記
入
し

「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所

消
費
生
活
係
」
へ
申
し
込
む
。
１

世
帯
１
人
の
み
。
定
員
各
回
40
人

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）。

∞
消
費
生
活
係
ò
内
線
２
５
４

５
な
お
、
料
理
教
室
開
催
の
こ
ろ

に
は
、
市
内
の
八
百
屋
さ
ん
な
ど

で
「
た
ま
ね
ぎ
」
を
販
売
す
る
予

定
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
多
摩
青

愛
知
県
Ｊ
Ａ
豊
橋
提
供
の
「
と

う
が
ん
」
を
中
心
と
し
た
親
子
料

理
講
習
会
で
す
。
献
立
は
と
う
が

ん
と
豚
肉
の
味
噌
炒
め
シ
ー
チ
キ

ン
煮
・
サ
ラ
ダ
な
ど
。土
産
付
き
。

▽
７
月
12
日
—
fl
午
前
10
時
か

ら
、
‡
午
後
１
時
30
分
か
ら
の
２

回
、
消
費
者
活
動
セ
ン
タ
U
で
。

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
持
参
。

▼
６
月
30
日
Ã
ま
で
に
、
消
費
生

活
係
ò
内
線
２
５
４
５
へ
電
話
で

申
し
込
む
。
先
着
各
15
組
。

Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
三
鷹
支
店
主

催
。
都
市
農
業
の
実
態
を
広
く
み

な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
生

産
者
と
消
費
者
が
ふ
れ
あ
う
場
と

し
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
朝
も
ぎ

を
行
い
ま
す
。
家
族
で
ど
う
ぞ
。

▽
６
月
下
旬
〜
７
月
中
の
土
・
日

曜
日
の
午
前
８
時
〜
９
時
、
市
内

農
家
（
fl
須
藤
晃
平
＝
新
川
２
―

14
―
16
ò
43
―
９
０
７
０
、
‡
伊

藤
定
男
＝
北
野
３
―
３
―
26
ò
45

―
３
７
３
５
で
。
１
本
100
円
〜
150

円
。

▼
各
農
家
に
直
接
電
話
で
申
し
込

む
。
区
画
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

同
店
指
導
課
ò
46
―
２
１
５
２

へ
。

市
内
の
農
家
で
、
ブ
ル
U
ベ

リ
U

や
ブ
ド
ウ
を
見
学
し
た

り
、
夏
野
菜
の
も
ぎ
取
り
な
ど

の
都
市
農
業
体
験
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象
は
小
学
生
以
上
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
。
昼
食
、
お
み

や
げ
付
き
。

▽
７
月
12
日
—
午
前
８
時
45
分

〜
午
後
１
時
30
分
（
小
雨
決

行
）、
市
内
農
家
ほ
か
で
。

▼
６
月
25
日
Œ
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
fl
住
所
・

電
話
番
号
・
‡
親
子
の
氏
名
・

年
齢
を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５

５
５
三
鷹
市
役
所
生
活
経
済
課

都
市
農
業
係
」
へ
申
し
込
む
。

定
員
80
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）。

∞
生
活
経
済
課
ò
内
線
３
０

６
３

２００３・６・１５�　男女共同参画　消費者 広報

∧
相
談
∨

60
歳
代
男
性
。
先
物
取
引
の

営
業
員
か
ら「
絶
対
に
儲
か
る
」

と
熱
心
に
勧
誘
さ
れ
、
経
験
が

な
か
っ
た
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

商
品
先
物
取
引
の
契
約
を
し

た
。最
初
200
万
円
を
渡
し
た
が
、

１
カ
月
で
150
万
円
の
損
を
し

た
。
営
業
員
は
「
今
、
相
場
の

状
態
が
よ
く
な
い
の
で
あ
と
100

万
円
を
追
加
す
れ
ば
損
を
取
り

戻
せ
る
」
と
言
う
が
、
素
人
に

は
無
理
だ
と
わ
か
っ
た
の
で
解

約
し
た
い
。

∧
ア
ド
バ
イ
ス
∨

解
約
の
意
志
を
確
実
に
業
者

に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
ず
業
者
の
管
理
部
な
ど
に

電
話
で
取
引
の
決
済
を
伝
え
、

そ
の
後
、
本
社
あ
て
に
内
容
証

明
郵
便
で
「
す
べ
て
の
取
引
の

決
済
と
取
引
継
続
の
意
志
の
な

い
」
旨
を
通
知
す
る
よ
う
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

先
物
取
引
は
、
仕
組
み
が
複

雑
で
わ
か
り
に
く
い
も
の
で

す
。
損
と
得
の
確
率
は
７
対
３

か
ら
８
対
２
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
損
を
す
る
方
が
圧
倒
的
に

多
い
の
で
す
。

ま
た
消
費
者
が
「
も
う
取
引

を
や
め
た
い
」
と
言
っ
て
も
な

か
な
か
や
め
さ
せ
て
く
れ
な
い

悪
質
な
業
者
も
い
ま
す
。
消
費

者
に
何
度
も
取
引
を
さ
せ
、
手

数
料
稼
ぎ
を
す
る
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
き
ち
ん
と
書
面
で
決

済
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。

最
近
、
高
金
利
、
元
本
保
証

な
ど
を
誘
い
文
句
に
、
多
く
の

人
か
ら
お
金
を
集
め
る
利
殖
商

法
が
増
え
て
い
ま
す
。
預
か
り

金
の
受
け
入
れ
は
法
律
で
定
め

ら
れ
た
者
以
外
の
者
が
す
る
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
高
金
利
」
な
ど
有
利
な
点

だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
、
言
葉
巧

み
な
勧
誘
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ

う
次
の
点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

○
う
ま
い
話
は
要
注
意
。
利
益

の
大
き
な
も
の
は
リ
ス
ク
も
大

き
い
。

○
取
引
の
仕
組
み
を
よ
く
理
解

で
き
な
い
ま
ま
営
業
員
な
ど
に

他
人
任
せ
に
す
る
の
は
大
変
危

険
。

○
信
用
で
き
る
相
手
か
ど
う

か
、
相
手
の
事
業
実
績
や
利
益

の
デ
U
タ
を
入
手
す
る
な
ど
慎

重
に
判
断
を
。

○
「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら

は
っ
き
り
断
る
。

（
三
鷹
市
消
費
者
活
動
セ
ン

タ
U
相
談
員
）

「
絶
対
、儲
か
る
」
の

誘
い
文
句
に
要
注
意

〜
こ
れ
以
上
損
し
な
い
た
め
に

消費者相談窓口
ò47-9042
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派
遣
労
働
セ
ミ
ナ
U

女
性
が
写
す

街
か
ど
写
真
大
募
集

親
子
料
理
講
習
会

パ
ー
ト
２

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

朝
も
ぎ

第
15
回
花
と
緑
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン

６
月
は

男
女
雇
用

平
等
推
進
月
間

不
良
債
権
処
理
加
速
化
に

対
応
し
た
雇
用
対
策
を

実
施
し
て
い
ま
す

第
２
回
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
サ
ロ
ン

「
検
索
エ
ン
ジ
ン

対
策
は
こ
う
す
る
」

産
地
直
送
の
野
菜
を

使
っ
た
料
理
教
室

中
高
年
再
就
職

面
接
会
へ
の

参
加
企
業
募
集

三
鷹
園
芸
緑
化
組
合
が

第
５
回
国
際
バ
ラ
と

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ウ
で

準
優
秀
賞
を
受
賞

三
鷹
市
女
性
問
題
懇
談
会
・
三

鷹
市
共
催
。
女
性
は
、
市
民
活
動

で
活
躍
し
て
い
な
が
ら
、
政
治
、

政
策
決
定
の
場
に
少
な
い
の
は
ど

う
し
て
？
政
治
の
場
に
女
性
が
少

な
く
て
も
政
策
は
き
ち
ん
と
で
き

る
の
？
女
性
が
も
っ
と
政
治
に
近

づ
く
た
め
に
、
女
性
の
政
治
参
画

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
７
月
５
日
—
午
後
２
時
（
１
時

30
分
開
場
）
〜
４
時
、
三
鷹
駅
前

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

３
階

中
会
議
室
で
。
講
師
は
三
重
大
学

教
授
の
岩
本
美
砂
子
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
保
育
（
１
歳
以
上
対
象
）
お

よ
び
手
話
通
訳
の
希
望
者
は
、
６

月
23
日
Ã
ま
で
に
市
役
所
企
画
経

営
室
ò
内
線
２
１
１
５
に
申
し
込

む
。

学
習
講
演
会

「
女
性
の
政
治
参
画

〜
今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
〜
」

毎
年
６
月
23
日
〜
29
日
は
、
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
目
的

と
基
本
理
念
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
男
女
共
同
参
画
週

間
で
す
。
ま
た
、
６
月
は
、
東
京

都
が
定
め
る
男
女
雇
用
平
等
推
進

月
間
で
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
三
鷹
市
女
性
問
題
懇

談
会
の
協
力
で
、
男
女
平
等
問
題

に
つ
い
て
考
え
る
パ
ネ
ル
展
を
実

施
し
ま
す
。

▽
６
月
23
日
Ã
〜
27
日
–
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
、
市
役

所
１
階
ホ
U
ル
で
。

▼
直
接
会
場
へ
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１

５

「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展

「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展

「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展
「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展
「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展
「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展
「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展
「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展
「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展
「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展
「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展
「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展
「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展

「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展

「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展

「参画で わたしが変わる 未来も変わる」

男女共同参画週間パネル展
「参画で わたしが変わる 未来も変わる」
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都市農業を育てる市民のつどい

ブルーベリー・

ブドウの見学と

夏野菜の収穫体験


